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銀行

大宮の武蔵野銀行事務セ‘ノターで、コン ピュ ークーの プログラマー

プランナ ーとして働く嶋村さん（中途失明 ・弱視）
後

三井信託銀行日本橋支店営業課の菅藤武夫さん

中途失明、元の職場で仕事を続けている。
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日本で盲人の職業即三療と言われていた時代に、ロ シャの盲目の詩人エロ シ

ェンコは、日本に来ていた。そして、日本の盲人が自立している ことを高く評

価してし、た。

盲人たから不可能である職菜よりは、能力と努力の欠如により不可能である

職菜の方か多い。盲人であっても、詩人であることも、哲学者である ことも、

むろん教師である ことも、大学教授であるこ とも、銀行員であることも、音楽

家であるこ とも可能である。しかし、画家であるこ とは、不可能である。もう

一炭しかし、目が見えていても、本物の画家であることのできる人の何と少な

し、ことか／ 努力しないでなろうとい うなら、当然論外である。努力して、オ

能があっても、盲目 であるということでそれを認めまいとする世問の認識不足

を相手に、更なる努力をしなけれはならないのが現状ではある。
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会礼爪役てもあり 、作家でもあった故‘,,;,11崎康‘Vさん

日本点字図因館館長

本1/¥l 一夫さ ん

国立特殊教育研究所盲教育研究室長
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都立中央図忠館職員

東京経済大学教授
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記

身I！序者1柑用月間を前に、今回は 「視党仰害者の1屈用」の問題を特集しました。

盲学校から短大に進学したある女子学生が保育園に就職 しようと して壁にふつかり

ました。どの保育園でも面接で洛と されます。弱視では幼児の頻色がわからない、緊

急の処散かとれないといったことがその理由てした。その後、さいわい複数担任制を

とっている保育園に就職することかてきましたか、彼女は、自分にどれたけのこ とが

てきるか、実際の仕事を通 して理解 してもらうほかはないとがんばっています。

最近は、大学受験の交渉を盲学校の先生がしています。幾つかの大学に合格して、

そのうちの一つを選べるようにもなりました。そう した状況は望ま しい ことではある

のですが、視党仰害者に甘えの思想をはぐ くむ結果になりはしないかと心配てす。

雇用のIJりは、進学の門よりはるかに屯いものです。節害者を屈うことにメ リットが

あるのかを1在う側はまず第ーに検討し ます。職場での人間関係は、学生時代の友人関

係とは異四のものです。就労に失敗したら後がないくらいの党悟は必要です。しかし、

屈用の促進も大学の門戸開放の連動と同様に、結局はやる気のある視党節害者による

一点突破の方式で一つ一つ実組を柏み上げていくこ とになるのでしょう。

人事院は国家公務員の点字受験について調査を始めたそうです。屈用問題も徐々に

進みつつあります。｝屈用の問穎は促進連動をぬきにしては考えられませんが、それ以

前に、就労に耐えうる個人を育てておくことか、より緊急な課題のよ うに思われます。

(K. K.) 
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